
災害用の備蓄食品は
定期的に入れ替えましょう

●災害発生時に備えて、普段から飲料水や保存の効く食料などを備蓄しておきましょう。1 人当たり3 日分、大規模災害発生に備えるなら1 週間分の備蓄があると良いとされています。
●「賞味期限」はおいしく食べられる期限のことであり、食べられなくなる期限ではありません。適切な消費を心掛け、定期的に確認しましょう。
●日頃から保存性の高い食品を少し多めに買い置きし、賞味期限などを考えながら計画的に使い、新たに買い足す「ローリングストック法」も有効です。
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●自宅周辺に浸水や土砂災害などが発生しやすい場所がないかをハザードマップなどで確認しておきましょう。
●家族と避難場所や避難経路について話し合い、連絡方法なども決めておきましょう。
●災害時は、状況や危険度の高まりに応じて、避難する行動やタイミングが異なります。ニュースや自治体からの情報を入手できるようにし、台風や大雨が近づいているというニュースや気象情報を見聞きしたら、避難経路など災害への備えを今一度確認しましょう。
●情報から取り残されている方が周辺にいるかもしれません。家族や近隣住民が災害情報を入手し、声掛けなどを行い、早い段階で避難を促しましょう。
●避難が必要な状況になった際は、直ちに命を守る行動をとってください。
避難場所への移動がかえって危険となる場合には、近くの頑丈な建物などの安全な場所や自宅の2 階や3 階、あるいはマンションの上階など、垂直方向へ避難しましょう。
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